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い
わ
ゆ
る
判
検
交
流
の
存
続
に
対
す
る
政
府
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

司
法
を
構
成
す
る
裁
判
所
の
裁
判
官
と
、
行
政
を
構
成
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
判
検
交
流
（
以
下
、
「
判

検
交
流
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
本
年
四
月
二
十
六
日
付
の
朝
日
新
聞
は
、
「
判
事
・
検
事
の
交
流
廃
止

刑
事
裁
判
公
正
さ

意
識
」
と
の
見
出
し
で
、
「
検
察
官
が
刑
事
事
件
の
裁
判
官
に
な
っ
た
り
、
刑
事
裁
判
官
が
検
察
官
に
な
っ
た
り
す
る
人
事
交

流
が
今
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
」
と
報
じ
て
い
る
。
右
記
事
（
以
下
、
「
朝
日
記
事
」
と
い
う
。
）
を
踏

ま
え
、
質
問
す
る
。

一

過
去
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
六
第
二
一
〇
号
）
で
は
、
「
判
検
交
流
」
に
つ
い
て
「
裁
判
の
公
正
、
中
立
性
を

害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
得
る
多
様
で
豊
か
な
知
識
、
経
験
等
を
備
え
た
法
曹
を
育
成
、
確
保

す
る
た
め
、
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
政
府
、
法
務
省
と
し
て
、
右
の
認
識
に
現

時
点
で
変
わ
り
は
な
い
か
。

二

「
朝
日
記
事
」
の
内
容
は
事
実
か
。
政
府
、
法
務
省
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
「
判
検
交
流
」
を
廃
止
し
た
の

か
。

三

二
で
、
事
実
な
ら
、
政
府
、
法
務
省
と
し
て
そ
の
こ
と
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
国
民
に
公
表
し
て
い
る
の
か
説
明

一



さ
れ
た
い
。

四

二
で
、
事
実
な
ら
、
「
判
検
交
流
」
を
廃
止
し
た
理
由
は
何
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
一
で
挙
げ
た
過
去
の
政

府
答
弁
書
に
お
け
る
「
判
検
交
流
」
に
対
す
る
見
解
を
変
更
し
た
の
か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


